
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

昨
年
十
二
月
か
ら
中
国
武
漢
市
で
発

生
し
た
原
因
不
明
の
肝
炎
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
と
報
告
。
二
月
三
日
、
豪
華

客
船
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
が
横

浜
港
に
寄
港
、
五
日
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
が
乗
船
者
十
人
の
陽
性
を
確
認
。
横

浜
港
の
大
黒
ふ
頭
で
長
期
に
わ
た
っ
て

足
止
め
と
な
っ
た
。

マ
ス
ク
爆
買
い
、
二
月
二
十
七
日
、
政

府
が
全
国
の
小
中
高
校
一
斉
休
校
を
要

請
。
そ
の
後
、
往
来
、
国
内
外
渡
航
、
イ

ベ
ン
ト
等
々
の
自
粛
、
延
期
、
中
止
。
経

済
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

二
十
三
日
、
こ
の
項
を
ま
と
め
る
時
点

の
ニ
ュ
ー
ス
で
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
ま

で
及
ぼ
す
世
界
的
脅
威
ま
で
に
及
ん
で

い
る
。

各
種
行
事
へ
の
影
響

・
三
月
十
二
日
、
愛
知
県
国
際
課
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
・
ビ
ク
ト
リ
ア
州
の
行
政

調
査(

文
化
財)

の
対
応

中
止

・
四
月
三
日
、
横
浜
ゴ
ム
新
城
工
場
新
規

採
用
社
員
、
幹
部
研
修

中
止

・
四
月
五
日
、
パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ル

中
止

地
名
伝
説

私
た
ち
の
住
む
集
落
に
は
連
合
区
と

四
谷
区
の
二
つ
の
行
政
区
が
あ
り
、
両
地

区
を
合
わ
せ
て
「
連
谷
」
と
呼
び
、
小
学

校
も
明
治
三
十
二
年
に
四
谷
学
校
か
ら

両
地
区
の
名
前
か
ら
連
谷
小
学
校
と
改

称
、
校
区
一
体
と
な
り
各
種
活
動
、
行
事

も
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
、
地
域
の
核
で

あ
っ
た
学
校
も
が
平
成
二
十
八
年
、
百
四

十
四
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
、
閉
校
に

な
っ
た
。
村
か
ら
子
供
の
声
が
聞
こ
え
な

く
な
っ
て
早
四
年
…
。
案
外
知
っ
て
い
る

よ
う
で
、
忘
れ
去
れ
よ
う
と
し
た
事
も
あ

る
。
そ
こ
で
、
連
谷
の
「
地
名
伝
説
」
と

題
し
て
纏
め
て
み
た
。
な
お
、「
四
谷
の
千

枚
田
だ
よ
り
」
を
愛
読
い
た
だ
い
て
い
る

旧
海
老
町
の
地
名
変
遷
も
併
せ
て
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
く
。

連

合
海
老
か
ら
与
良
木
峠
を
越
え
て
清
崎

に
通
じ
て
い
る
県
道
に
沿
っ
た
集
落
と

西
の
須
山
集
落
を
含
め
た
地
域
を
連
合

と
称
し
て
い
る
。
こ
の
地
域
は
、
明
治
初

年
ま
で
は
真
菰
、
方
瀬
、
小
野
、
須
山
の

四
つ
の
村
で
あ
っ
た
が
、
明
治
十
一
年
に

合
併
し
た
時
に
連
合
と
い
う
名
が
付
け

ら
れ
た
。

こ
の
連
合
は
、
四
つ
の
村
が
連
な
り
合

っ
て
村
を
作
っ
た
の
で
、
合
併
し
た
意
味

を
そ
の
ま
ま
表
し
た
村
名
で
あ
る
。

連
合
の
名
は
、
明
治
二
十
二
年
に
海
老

村
と
合
併
す
る
ま
で
村
名
と
な
っ
て
い

た
が
、
そ
れ
以
降
は
大
字
名
と
し
て
残
っ

て
い
る
。

四

谷
旧
連
谷
小
学
校
の
横
を
通
っ
て
仏
坂

を
越
え
、
神
田
へ
通
じ
て
い
る
県
道
の
周

辺
を
四
谷
と
呼
ん
で
い
る
。

こ
こ
は
合
戸
川
の
流
域
に
当
た
っ
て
い

て
一
つ
の
大
き
な
谷
を
形
成
し
て
い
る
。

古
宿
、
身
平
橋
、
大
林
、
大
代
の
四
つ
の

集
落
は
、
明
治
の
初
年
ま
で
は
独
立
し
た

村
で
あ
っ
た
が
、
明
治
十
一
年
に
合
併
し

て
新
し
い
村
を
作
っ
た
。

こ
の
時
、
四
つ
の
谷
の
村
が
合
併
し
た

の
で
四
谷
村
と
呼
ぶ
こ
と
と
な
っ
た
。
こ

の
四
谷
村
は
明
治
二
十
二
年
に
海
老
村

と
合
併
す
る
ま
で
村
名
と
な
っ
て
い
た

が
、
そ
れ
以
降
は
大
字
四
谷
と
し
て
残
っ

て
い
る
。

海

老
海
老
の
名
は
古
く
か
ら
使
わ
れ
て
い

る
が
、
集
落
の
形
が
エ
ビ
に
似
て
い
る
と

こ
と
か
ら
エ
ビ
の
地
名
が
付
け
ら
れ
た
。

ま
た
、
こ
の
付
近
に
は
昔
か
ら
川
エ
ビ
が

沢
山
い
た
の
で
海
老
の
名
で
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
も
い
う
。

副

川
明
治
初
年
ま
で
は
双
瀬
村
と
大
石
村

に
分
か
れ
て
い
た
。
明
治
十
一
年
の
合
併

に
よ
り
副
川
村
が
誕
生
し
た
。「
副
」
と
い

う
字
は
「
そ
え
る
」
と
か
「
た
す
け
る
」

の
意
味
が
あ
り
、
海
老
川
に
沿
っ
た
二
つ

の
村
が
沿
い
あ
っ
て
村
を
つ
く
る
と
い

う
意
味
を
含
め
て
付
け
ら
れ
た
。
明
治
二

十
二
年
、
鳳
来
寺
村
が
発
足
し
た
時
以
来
、

副
川
の
名
は
残
し
た
ま
ま
、
現
在
も
玖
老

瀬
副
川
、
海
老
副
川
と
呼
ん
で
い
る
。

村
が
隣
り
合
わ
せ
に
「
副
川
」
の
地
名

が
あ
る
こ
と
は
、
市
鳳
来
北
西
部
自
治
区

に
と
っ
て
も
、
い
ろ
い
ろ
な
点
で
不
便
は

な
い
も
の
か
、
案
じ
て
み
た
。

中

島
明
治
初
年
ま
で
は
、
山
中
村
、
湯
島
村

と
呼
ば
れ
て
い
た
が
明
治
十
一
年
の
合

併
で
両
者
の
「
中
」
と
「
島
」
と
を
と
っ

て
付
け
ら
れ
た
。
湯
島
は
集
落
の
少
し
上

の
所(

豊
川)

の
川
の
中
に
島
が
あ
り
、
昔

そ
こ
か
ら
湯
が
湧
き
出
て
お
り
、
こ
の
湯

の
島
が
地
名
と
な
っ
た
と
云
う
。

四
谷
の千

枚
田
だ
よ
り
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地
域
の
皆
さ
ん
に
お
礼

今
ま
で
に
数
多
く
の
大
学
生
が
卒
業

論
文
に
「
四
谷
の
千
枚
田
」
を
題
材
に
取

り
上
げ
、
社
会
へ
と
巣
立
っ
て
い
っ
た
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
今
月
の

千
枚
田
だ
よ
り
を
書
く
に
題
材
不
足
。
そ

う
だ
、
今
ま
で
多
く
の
大
学
生
が
卒
論
の

た
め
に
千
枚
田
の
耕
作
者
や
地
域
住
民

に
「
お
世
話
に
な
り
っ
ぱ
な
し
」
で
卒
業

し
た
だ
か
、
ど
う
だ
か
？
、
そ
の
場
限
り

の
音
信
不
通
、
無
礼
極
ま
り
な
い
。
そ
れ

を
書
こ
う
、
と
思
っ
て
い
た
矢
先
、
小
雨

し
ぐ
れ
る
夕
方
、
神
谷
君
が
訪
れ
た
。
胸

の
中
が
カ
ッ
カ
の
最
中
、
口
頭
一
番
、
あ

ん
た
、
運
が
よ
か
っ
た
、
明
日
な
ら
今
ま

で
面
倒
を
み
て
や
っ
た
連
中
の
「
悪
口
雑

言
」
を
書
く
と
こ
ろ
だ
っ
た
。「
ま
ぁ
、
上

り
ん
」
と
、
も
て
な
し
た
。

神
谷
君
は
他
の
学
生
と
違
っ
た
と
こ

ろ
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
地
域
の
行

事
に
も
積
極
的
に
参
加
、
酒
は
呑
ま
な
か

っ
た
が
、
飲
ん
だ
り
食
っ
た
り
と
地
域
住

民
に
積
極
的
に
溶
け
込
み
、
活
動
を
通
し

て
研
究
を
重
ね
た
。
そ
の
集
大
成
と
し
て

「
棚
田
景
観
の
保
全
に
対
す
る
地
域
内

外
住
民
の
意
識
と
保
全
活
動
の
在
り
方

―
四
谷
の
千
枚
田
を
事
例
に
ー
愛
知
教

育
大
学

２
０
１
９
年
度
卒
業
論
文

神

谷
陽
斗
」
と
し
て
編
纂
。
そ
の
一
冊
を
い

た
だ
い
た
。
お
礼
に
「
四
谷
の
千
枚
田
だ

よ
り
」
一
冊
と
哺
乳
類
・
魚
類
な
ど
の
書

を
贈
っ
た
。

神
谷
君
は
お
世
話
に
な
っ
た
地
域
の

皆
さ
ん
に
感
謝
、
改
め
て
邪
魔
に
な
ら
な

い
よ
う
、
お
邪
魔
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

し
、
お
手
伝
い
に
も
訪
れ
る
。
と
語
っ
た
。

身
平
橋
組
最
後
の
山
の
講

三
月
一
日
、
身
平
橋
組
は
春
の
山
の
講

を
行
っ
た
。
山
の
神
様
は
諸
説
あ
る
が
、

春
の
祭
り
は
旧
暦
の
二
月
七
日
で
御
山

で
大
火
を
焚
き
、
酒
の
肴
に
海
の
幸
や

「
お
は
た
き
」
な
ど
を
焼
き
、
お
神
酒
を

い
た
だ
く
。
ワ
イ
ワ
イ
、
ガ
ヤ
ガ
ヤ
、
や

か
ま
し
く
て
寝
て
お
れ
ん
、
と
山
の
神
様

は
起
き
て
田
の
神
と
な
り
、
田
ん
ぼ
を
み

ま
わ
り
、
豊
作
を
見
届
け
て
秋
の
山
の
神

様
の
祭
り
で
眠
り
に
つ
く
と
い
う
。

山
の
神
様
は
女
性
で
あ
り
、
ブ
ス
で
や

き
も
ち
焼
き
、
ヒ
ス
テ
リ
ー
だ
そ
う
で
、

時
々
、「
う
ち
の
山
の
神
」
と
い
う
こ
と
を

聞
く
、
こ
れ
は
、
で
き
れ
ば
言
わ
な
い
ほ

う
が
家
内
安
全
に
つ
な
が
る
。
…
と
思
う
。

訪

問
三
月
三
日
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
研
究
者

D
r.
M
a
ri
a
n
ns
Pe
n
k
er

は
千
葉
県
大
山

の
千
枚
田
に
お
い
て
棚
田
の
保
全
、
活
動

な
ど
の
研
究
論
文
に
着
手
、
そ
の
研
究
の

一
環
と
し
て
名
古
屋
大
学
大
学
院

環
境

学
研
究
科

香
坂
教
授
の
協
力
を
得
て
来

訪
。
女
史
は
棚
田
の
保
全
に
行
政
支
援
、

助
成
・
交
付
金
等
々
制
度
の
中
身
を
鋭
く

突
い
て
き
た
。

ま
わ
り
信
心

春
彼
岸
の
二
十
日
、
身
平
橋
組
の
百
万

遍
念
仏
が
海
源
寺
で
行
わ
れ
た
。
各
戸
が

手
作
り
の
ぼ
た
餅
や
寿
司
な
ど
を
先
祖

の
位
牌
に
あ
げ
、
大
繩
の
数
珠
を
回
し
な

が
ら
南
無
阿
弥
陀
仏
を
百
八
回
唱
え
、
無

病
息
災
・
家
内
安
全
を
願
い
、
お
下
が
り

を
頂
い
た
。
今
回
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
か
？
袋
菓
子
が
多
か
っ
た
。

・

行

令

和

二

年

四

月

一

日

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会

発

文

責

小

山

舜

二


